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論文内容の要旨 

 

 本論文では電子メールで送信される情報の伝搬と災害情報の伝搬に着目し，人間中心デ

ザインが提唱する概念に基づいた情報伝搬システムの機能分析や試作と共に，信頼性のあ

る情報伝搬について考察している．第 1 章の研究の背景と目的では，特にデジタル情報の

伝搬システムが日常的に使われる現在，誤送信や不用意な送信が情報漏洩やデマ情報とな

り，社会的な影響が大きい状況にあることを指摘している．第 2 章では，本論文の基本と

なる「人間中心デザイン」の背景と定義，本研究で用いた人間中心デザインが提唱する概

念について述べている．第 3 章では，信頼性のある情報伝搬の考察対象の１つである電子

メール情報の伝搬について，誤送信の発生抑止のための手法を提案している．宛先，本文

や添付ファイルが正しいかを確認するため，電子メールツールに指差しに基づく「なぞり

操作」を導入し，さらに人間中心デザインに基づく概念を適用した操作インタフェースと，

利用者とツール間のインタラクションを提案している．また，提案システムを試作し，評

価実験を通して人間中心デザインの適用による効果について述べている．第 4 章では，も

う１つの検討対象である災害情報の伝搬に関して，MANET を用いた草の根情報伝搬システ

ムに人間中心デザインが提唱する概念を適用することにより，草の根情報伝搬システムが

持つ課題を明らかにすると共に，それらに対し考察している．また，災害情報の伝搬時に

デマ情報がどのように伝搬し，それが抑止・終息するかをシミュレーション実験により評

価した結果を報告している．第 5章では，まとめと今後の課題を述べている． 



  

 

論文審査の結果の要旨 

 

令和3年12月21日13:00〜14:30まで博士学位論文発表会を開催し，学内外の20名が聴講し

た．最初に申請者が論文内容について説明を行い，その後質疑を行った．                            

 本博士学位論文は電子メールで送信される情報の伝搬と災害情報の伝搬に着目し，人間

中心デザインが提唱する概念に基づいた情報伝搬システムの機能分析や試作と共に，信頼

性のある情報伝搬について考察している．デジタル情報通信において課題となっている情

報漏洩や意図しない情報伝搬に対する解決策となる情報伝搬システムの設計の考え方を示

している．これは新たな知見を与えるものであり，今後の情報通信の信頼性向上に役立つ

ものである．また，先行研究や関連資料を踏まえた信頼のおける内容が記述されている．

本論文の成果は，学術誌論文 1 編および，査読付き国際会議論文 3編として発表されてい

る． 

博士学位論文発表会において審査委員会及び聴講者からの質問に対して申請者は的確に

回答することができ，十分な専門知識を有していると判断した．また，英語で記述した論

文を公表するとともに，国際会議において英語で発表した経験や海外勤務の経験により十

分な外国語能力を有していると判断できる．  

以上を総合的に判断して，申請者は博士（情報工学）の学位を取得するに値する充分な

専門知識と資格を有していると認め，審査委員会は試験・試問の結果，合格と判定した． 


